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お得な年パス 

●小石川後楽園用● 
一般:１､２００円 

６５歳以上:６００円 

好評発売中 

毎週土曜日 
午前１０時～ 

英語による庭園ガイド
ツアー(無料)、開催中！ 

京都市右京区 龍安寺 
小
石
川
後
楽
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ゆ
か
り
の
園
探
訪･

そ
の
十
六 

 

今
回
ご
紹
介
す
る
の
は
、
世
界
文

化
遺
産
に
も
登
録
さ
れ
、
京
都
を
代

表
す
る
石
庭
の
あ
る
『
龍
安
寺(

り

ょ
う
あ
ん
じ)
』。 

 

さ
て
さ
て
、
小
石
川
後
楽
園
と
の

御
縁
と
は
・
・
・ 

 
検索→都立庭園 園長の採れたて情報 

ホームページ 検索→庭園へ行こう 見てね！ 

●花菖蒲を楽しむ 
例年、６月中旬に６６０株が見頃を迎える花
菖蒲田、その時期に合わせ、より近くでご覧
頂けるように木道を設置します。ぜひ、お楽
しみください 
期間:６月７日(土)～６月２２日(日) 

 時間:９時～１７時(最終入園は１６時３０分) 
期間中には植物研究家による特別ガイドツ
アー『花菖蒲めぐり』などもございます。 
詳しくは、チラシやホームページでご案内中！ 
 

小
さ
な
雑
記 

  

あ
る
晴
れ
た
日
、
庭
内
東

京
ド
ー
ム
側
、
内
庭(

な
い
て

い)

の
除
草
作
業
を
し
な
が

ら
、
庭
師
は
考
え
た
そ
う
。 

内
庭
の
草
を
と
る
、
内
庭
の

写
真
を
撮
る
、
ナ
イ
テ
イ
を

と
る
、
晴
れ
た
日
の
ナ
イ
テ

イ
を
と
る
。
〝
あ
っ
、
晴
れ

の
内
定
を
と
る
！
就
活
中
の

皆
様
に
ぴ
っ
た
り
だ
〟 

 

景
気
が
上
向
き
、
売
り
手

市
場
に
な
っ
て
き
た
と
は
い

わ
れ
つ
つ
も
、
な
か
な
か
希

望
が
叶
わ
な
い
こ
と
も
あ
る

の
か
も
。
そ
ん
な
方
た
ち
の

心
を
癒
せ
る
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ

ト
の
よ
う
な
美
し
い
場
所
に

仕
上
げ
よ
う
。
内
庭
の
写
真

が
お
守
り
に
な
る
よ
う
な
。 

 

這
う
よ
う
に
し
て
、
庭
内

の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
な
が
ら

の
作
業
の
中
で
、
庭
師
は
心

に
誓
う
の
で
し
た(

想
像)
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小
石
川
後
楽
園
の 

ち
ょ
こ
っ
と
雑
学
辞
典
⑧ 

 

 

 

【二
ふた

 葉
ば

 葵
あおい

】 

 

花花菖菖蒲蒲をを楽楽ししむむ  

 

 「この紋所が目に入らぬか！」で、お馴染みだった
葵の家紋。そのモチーフになったのが、こちらの“フ
タバアオイ”で、この葉を３枚配置し徳川家康自らが
考案したと言われます。 
 徳川宗家は表葉３枚、尾張家は表葉２枚裏葉１枚、
紀伊家が表葉１枚裏葉２枚、そして水戸家は裏葉３枚
で『三つ葉葵』を作る様に命じたそう。 
 【二葉葵】の名は、アオイに似た葉が２枚つくこと
に由来します。また、京都上賀茂神社で行われる葵祭
りに用いられるところから“賀茂葵”とも呼ばれます。 
 ３～５月、葉の下で大切に守るように、紫褐色の小
さな花を咲かせます。 

 

 

 

春、冬眠から目を覚ますと 
つやつやの葉っぱが登場↓ 

↑葉っぱの下
で、うつむきが
ちに咲く花、と
っても恥ずか
しがり屋さん。 

 

小石川後楽園 職人の仕事 
【田んほの代掻きの巻】 

 小石川後楽園の庭内には、水戸藩二代目藩
主の光圀が、嗣子(跡継ぎ)･綱条の公家出身
の夫人に、農業や米作りの大変さを教える為
に作った田んぼがあります。 
 今では、毎年５月、近隣の小学生が田植え
をし、秋には稲刈りをしています。 
 その田植えの準備も職人たちの仕事、稲が
元気に育ち、たくさん収穫が出来るように、
冬の間に固くなっていた田んぼの土を柔ら
かく耕し整えます。この作業は『代掻き(し
ろかき)』と呼ばれます。 
 代掻きが終わり、田んぼの土が落ち着いて
田植えが出来るようになるまでの短い期間、
水の入った田んぼが、大きな鏡のように周囲
の風景を映し出します。そこに生まれる新緑
の世界は、当園の初夏の風物詩にもなってい
ます。 
 代掻き:５月１６日(金)頃の予定 
 田植え:５月２１日(水) １０時～ 
     (雨天予備日は５月２８日(水)) 

昨
年
の
様
子 

 
昨年の特別ガイドツアーの様子  

五
月
に
入
り
、
緑
も

一
層
濃
さ
を
増
し
た
庭

内
、
半
袖
で
過
ご
さ
れ

る
お
客
様
の
姿
も
、
多

く
見
ら
れ
る
様
に
な
り

ま
し
た
。 

 

東
京
の
梅
雨
入
り
迄

は
、
あ
と
約
ひ
と
月
、

ど
う
ぞ
爽
や
か
な
季
節

を
ご
堪
能
下
さ
い
。 

 

そ
し
て
、
梅
雨
の
季

節
の
お
楽
し
み
と
言
え

ば
、
花
菖
蒲
！ 

 

只
今
、
ぐ
ん
ぐ
ん
成

長
中
の
花
菖
蒲
田
、
今

年
も
、
梅
雨
の
じ
め
じ

め
を
忘
れ
さ
せ
て
く
れ

る
く
ら
い
美
し
い
風
景

を
ご
覧
頂
け
た
ら
と
、

願
っ
て
い
ま
す
。 

 

開
花
状
況
は
ホ
ー 

ム
ペ
ー
ジ
、
ツ
イ
ッ 

タ
ー
、
お
電
話
等
で 

ご
案
内
致
し
ま
す
。 

 
 龍安寺は徳大寺家の別荘だったものを、１４５０年に管領･
細川勝元が譲り受け寺地とし、妙心寺の義天玄承を開山とし
て創建された。 
 枯山水の石庭として知られる方丈の前庭は、東西２５ｍ、
南北１０ｍの空間に白砂を敷き詰め、１５個の石を配したも
の。室町末期、特芳禅傑などの優れた禅僧によって作庭され
たと伝わる。 

 

 朝イチで訪ねた龍安寺、石庭を囲む油土塀にかかる枝垂桜 
もちょうど見頃。多くの拝観者が庭と対峙し、静かな時間が 
流れます。今日も素敵な一日になりそうな予感。 
 その方丈の北東に据えられた銭形の蹲踞(つくばい)は、小石川後
楽園を完成させた徳川光圀の寄進、光圀が進めた『大日本史』の
編纂にあたって、重要文化財の西源院本「太平記」を借りたこと
に対する謝礼といわれているそうです。 
 この蹲踞には、上面に中央の口を四 
方に共用して“吾唯足知(ワレタダタル 
ヲシル)”の文字が書かれています。 
これは、お釈迦様の教えを取入れ、図 
案化したもので、仏教の真髄であり、 
茶道の精神にも通じているのだとか。 
 桜が満開の境内、気付かず花弁を頭 
に載せていた私、声をかけられ取ろう 
とすると“幸せが降りてきたのよ、そ 
のままにしておきなさい”って。 
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